
場面／到達度 4 3 2 1

A1
読み解く

自己の研究に関連する既知の知識と 、 新
たに得た知識を結び付けて理解するこ と
ができ る。

自己の研究に関連するグラ フ や表を読み
解き 、 新たな知識を得るこ と ができ る。

自己の研究に関連する専門用語について
調べ、 新たな知識を得るこ と ができ る。

自己の研究に関連する新たな知識を得よ
う と し ている。

A2
先人の知恵を 活かす

複数の先行研究を批判的に調べ、 他者と
協議し 、 結果の考察に生かすこ と ができ
る。

複数の先行研究を批判的に調べ、 その結
果を仮説の設定、 研究方法に活かすこ と
ができ る。

先行研究を調べ、 その中の1つの先行研究
の情報を仮説の設定、 研究方法に活かす
こ と ができ る。

先行研究を調べているが、 内容の解釈や
分析が行えておら ず、 研究に活かさ れて
いない。

A3
郷土貢献を 踏まえた

研究テーマと 仮説の設定

地域課題の背景を説明でき 、 郷土への貢
献と なるテーマを研究課題と し 、 検証可
能な仮説を設定し ている。

地域課題の背景を説明でき 、 郷土への貢
献と なるテーマを研究課題と し 、 仮説を
設定し ているが、 検証可能ではない。

地域課題の背景を説明でき 、 郷土への貢
献と なるテーマを研究課題と し ている
が、 仮説を設定し ていない。

地域課題の背景を説明でき る。

B1
情報収集の計画を 立てる

具体的かつ適切な計画を立て、 実験を行
い、 担当教員と の議論を重ね、 研究計画
を再検討するこ と ができ る。

具体的な計画を立て、 実験（ 調査） の準
備ができ ていて、 担当教員と 議論を行
い、 教員に実験（ 調査） 目的を明確に答
えら れる。

具体性のある計画を立て、 実験（ 調査）
の準備ができ ていて、 担当教員と 実験
（ 調査） 目的の議論をし ているが、 目的
を明確に答えら れない。

計画を立てているが、 不十分であり 、 具
体的な実験（ 調査） の準備ができ ていな
い。

B2
数値データ を 収集する

実験（ 調査） で得たデータ を、 外部機関
と 共有し 、 科学的分析を加え、 新たな仮
説を設定し 、 研究を継続し ている。

条件設定を統一し た対照実験（ 調査） を
２ 回以上行い、 その結果に応じ た追加実
験（ 調査） を行っ ている。

条件設定を統一し た対照実験（ 調査） を
２ 回以上行っ た。

条件設定を統一し た対照実験（ 調査） を
１ 回行っ た。

C1
数値データ を 処理する

他地域のデータ と の比較によっ て自己の
数値データ を検証し 、 検証結果をグラ フ
や図表などで視覚的にわかり やすいスラ
イ ド やポスタ ーをつく るこ と ができ る。

実験（ 調査） による数値データ から 導き
出し た考察を、 グラ フ や図表などを使っ
て視覚的にわかり やすく 他者に説明でき
る。

実験（ 調査） による数値データ から 導き
出し た考察を文章にまと め、 他者に説明
でき る。

実験（ 調査） による数値データ を記録し
ている。

C2
考察し 結論を 導く

研究結果をも と にし て１ つ目の仮説の検
証（ 考察） を他者と 協働し て行い、 新し
い仮説について検証でき ている。

研究結果をも と にし て１ つ目の仮説の検
証（ 考察） を行い、 さ ら に新し い仮説を
見出すこ と ができ ている。

研究結果をも と にし て、 仮説の検証（ 考
察） ができ ている。

研究結果をも と にし た仮説の検証（ 考
察） ができ ていない。

D1
協働する

（ リ ーダーシッ プ）
（ フ ォ ロ ワーシッ プ）

班内での役割を果たし て活動をリ ード ( サ
ポート ) するだけでなく 、 他の班にも 研究
についてのアド バイ スができ る。

役割を果たし 、 他者の考えも 受け入れた
上で自分の意見を述べ、 改善し た計画を
リ ード ( サポート ) するこ と ができ る。

自分の役割を果たし 、 班員に対し て計画
の改善などの意見を述べるこ と ができ
る。

自分の役割を果たし ているが、 自身の意
見を表現し 伝えるこ と ができ ない。

D2
伝える

D3
質問する

他の人の研究発表を聞き 、 自己の研究と
絡めて疑問に思っ たこ と について質問す
るこ と ができ る。

他の人の研究発表を聞き 、 グラ フ や表の
数値に着目し て疑問に思っ たこ と につい
て質問するこ と ができ る。

他の人の研究発表を聞き 、 疑問に思っ た
用語について質問するこ と ができ る。

他の人の研究発表を聞き 、 疑問に思っ た
こ と を熱心にメ モを取るこ と ができ る。

D4
英語を 活用する

日本語非母国者と 、 英語で十分なコ ミ ュ
ニケーショ ンをと るこ と ができ 、 研究を
さ ら に深めるこ と ができ る。

英語での口頭発表に参加し 、 英語による
質疑を正し く 聞き 取り 、 英語で適切な応
答をするこ と ができ る。

英語での発表原稿作成や口頭発表に参加
する（ 原稿を見ながら の発表でも 良
い） 。

研究課題に関連し た英語を習得し 、 英語
でのスラ イ ド やアブスト ラ ク ト 作成に参
加する。

E1
提案を 創造する
（ 編み出す心）

多く の先行研究や自身の研究成果を参考
にし て創造し た地域への提案を応用し
て、 海外への提案を創造する。

多く の先行研究や自身の研究成果を参考
にし 、 今までになかっ た地域への提案を
創造するこ と ができ る。

多く の先行研究を参考にし 、 地域の課題
解決のための今までになかっ た方法を創
造するこ と ができ る。

複数の先行研究を知識と し て習得し 、 そ
の内容を分類・ 解釈し ているが、 自分の
研究に生かさ れていない。

E2
地域を 創造する

（ 行動する 姿勢）

海外の実情を調査し 、 自ら の研究成果か
ら の提言を海外に発信し 、 海外と 連携し
て粘り 強く 研究を進めるこ と ができ る。

実験（ 調査） を複数回行い、 その結果か
ら の提言を地域に発信し 、 地域と 連携し
て粘り 強く 研究を進めるこ と ができ る。

実験（ 調査） を複数回行い、 その結果か
ら の提言を地域に発信するこ と ができ
る。

実験（ 調査） を複数回行い、 その結果を
地域に発信し たが、 提言するまでには
至っ ていない。
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※別表の「プレゼンテーション評価票」にて、評価する
評価No1～20の平均値を、D2の自己評価とする

課題研究ルーブリ ッ ク （ 2022. 7改訂版）
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2022. 7： C2改訂（ 天草高校SSH研究部） 　 ※評価4， 3について新し い仮説を設定及び検証するに変更。

2022. 4： 場面のナンバリ ングを申請書に合わせて改訂（ 天草高校SSH研究部） 　 例） Ⅰ→A１

A
問いを

立てる力

【 思考力， 判断
力， 表現力等】

B
情報を収集

する力

【 知識及び技
能】

【 思考力， 判断
力， 表現力等】

C
情報を分析

する力

【 知識及び技
能】

【 思考力， 判断
力， 表現力等】

D
対話する力

【 思考力， 判断
力， 表現力等】

E
創造する力

【 学びに向かう
力， 人間性等】

2017. 4： 愛媛大学課題評価ルーブリ ッ ク  ver 1. 0（ 2017. 3） を改変し 作成（ 天草高校SSH研究部副主任　 宮崎）

2020. 07： 上記のルーブリ ッ ク を改訂（ 天草高校SSH研究部） 　 ※研究マイ ンド を新設　 4段階目を新設し 、 従来の４ ～２ 段階目を３ ～１ 段階目に下げる

2020. 10： 上記のルーブリ ッ ク を再改訂（ 天草高校SSH研究部） 　 ※文言の修正

2021. 03： 上記のルーブリ ッ ク を再改訂（ 天草高校SSH研究部） 　 ※総括する力を新設

2021. 06： 上記のルーブリ ッ ク を再改訂（ 天草高校SSH研究部） 　 ※質問する力を新設　 総括する力を5つに統合
2021. 10： 上記のルーブリ ッ ク を再改訂（ 天草高校SSH研究部） 　 ※読み解く 力を新設　 総括する5つの力以外は場面と し て再設定
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